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８
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ニ
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▼平成 23 年成人式
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市

議

会

だ

よ

り

　
議
会
審
議
日
程

11
月
22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

11
月
29
日　

臨
時
会
本
会
議

　
　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
月
１
日　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

12
月
６
日　

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

　
　
　
　
　

事
業
特
別
委
員
会

12
月
８
日　

定
例
会
本
会
議

12
月
10
日　

定
例
会
本
会
議

12
月
13
日　

定
例
会
本
会
議

12
月
14
日　

民
生
水
道
常
任
委
員
会

12
月
16
日　

都
市
産
業
常
任
委
員
会

12
月
17
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
22
日　

定
例
会
本
会
議

　

第
２
回
臨
時
会
が
11
月
29
日
に
開
催
さ

れ
、
特
別
職
や
一
般
職
等
の
報
酬
及
び
給

与
に
つ
い
て
の
条
例
改
正
議
案
な
ど
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
主
な
内
容
と
結
果

条　

例　

関　

係

■
葛
城
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に

　

つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

■
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

　

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

■
葛
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

　

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に

　

つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

平
成
22
年
の
人
事
院
勧
告
を
受
け
、
議

員
、
特
別
職
の
12
月
期
末
手
当
の
引
き
下

げ
並
び
に
、
葛
城
市
職
員
の
期
末
勤
勉
手

当
及
び
６
級
以
上
の
職
員
で
55
歳
を
超
え

る
者
の
給
与
の
減
額
及
び
給
料
を
引
き
下

げ
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

　

ま
た
、
第
４
回
定
例
会
が
12
月
８
日
か

ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
平
成

22
年
度
補
正
予
算
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
議
案

の
審
議
と
、
８
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

議
案
の
主
な
内
容
と
結
果

人　

事　

案　

件

■
葛
城
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

　

い
て

全
会
一
致
に
よ
り
同
意

　

和
田　

治　

氏
（
染
野
）

■
葛
城
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

　

つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
同
意 

　

仲
田　

博
則　

氏
（
竹
内
）

　

田
中　

邦
男　

氏
（
新
庄
）

　

井
森　

保
久　

氏
（
南
藤
井
）

条　

例　

関　

係

■
葛
城
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
こ
と
に
つ
い
て全

会
一
致
に
よ
り
可
決

　

奈
良
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
資
格
認
定
共
通
試
験
及
び
更
新
講
習

実
施
規
程
が
、
平
成
22
年
４
月
に
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
葛
城
市
下
水
道
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
改
正
内
容

と
し
て
、
従
前
は
、
資
格
認
定
共
通
試
験

の
合
格
者
ま
た
は
更
新
講
習
修
了
者
に
は
、

「
合
格
証
」
ま
た
は
「
更
新
講
習
修
了
証
」

が
交
付
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
改
正
後
は
、

「
奈
良
県
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
証
」

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
葛
城
市
下
水
道
条
例
で
規
定
す
る
事

務
手
続
き
等
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及
び
維
持
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
、
平

成
22
年
８
月
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

こ
の
省
令
を
引
用
し
て
い
る
葛
城
市
火
災

予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
改

正
内
容
と
し
て
、
複
合
型
居
住
施
設
用
自
動

火
災
報
知
設
備
の
実
用
化
及
び
商
品
化
に

向
け
た
技
術
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
を
踏
ま

え
、
共
同
住
宅
部
分
に
お
い
て
、
複
合
型
居

住
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
を
設
置
し

た
場
合
に
、
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
設
置
の

免
除
規
定
を
新
た
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。
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市
議
会
だ
よ
り

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市
議
会
だ
よ
り

予　

算　

関　

係

■
平
成
22
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
３
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

職
員
の
人
事
異
動
ま
た
は
人
事
院
勧
告

に
伴
う
人
件
費
の
補
正
、
民
生
費
で
は
生

活
保
護
に
か
か
る
医
療
扶
助
費
の
追
加
、

衛
生
費
で
は
子
宮
頸
が
ん
等
予
防
接
種
に

係
る
経
費
、
土
木
費
で
は
道
路
新
設
改
良

費
、
街
路
事
業
費
の
追
加
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
減
額
等
を
行
う

も
の
で
、
２
億
１
５
４
８
万
７
千
円
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
22
年
度
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
議
決

　

に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

高
度
医
療
、
長
期
入
院
に
よ
る
医
療
費

増
嵩
に
よ
り
、
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給

付
費
及
び
退
職
被
保
険
者
等
高
額
療
養
費

の
追
加
を
行
う
も
の
で
、
３
５
０
０
万
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
22
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
業
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
議
決
に

　

つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

流
域
下
水
道
維
持
管
理
負
担
金
及

び
消
費
税
納
税
額
の
追
加
と
人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
の
減
額
を
行
う
も
の
で
、

５
２
６
万
１
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
22
年
度
葛
城
市
学
校
給
食
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
決
に
つ

　

い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
を
行

う
も
の
で
、
５
２
７
万
８
千
円
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
22
年
度
葛
城
市
水
道
事
業
会
計
補

　

正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
を
行

う
も
の
で
、
３
６
３
万
６
千
円
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。そ　

の　

他

■
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

大
字
林
堂
が
、
公
民
館
分
館
の
建
設
予

定
地
と
し
て
取
得
さ
れ
た
土
地
を
、
市
名

義
で
登
記
し
て
い
た
も
の
を
、
林
堂
土
地

改
良
区
に
所
有
権
移
転
す
る
も
の
で
、
当

該
物
件
の
無
償
譲
渡
を
行
う
も
の
で
す
。

意　

見　

書
・
決　

議

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

■
事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
特

　

例
措
置
の
延
長
を
求
め
る
意
見
書

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

葛
城
市
の
事
業
系
ご
み
処
理
手
数
料
に

つ
い
て
、
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
１
５
０

円
へ
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
当
分
の
間
、

特
例
措
置
を
延
長
し
、
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ

た
り
１
３
０
円
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
す
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

　

協
定
）
へ
の
対
応
に
関
す
る
意
見
書

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
検
討
に

つ
い
て
、
農
業
農
村
の
振
興
や
食
糧
安
全

保
障
を
は
じ
め
経
済
全
体
に
あ
た
え
る
影

響
を
十
分
考
慮
し
、
慎
重
に
対
応
す
る
よ

う
求
め
る
も
の
で
す
。

報　

告　

事　

項

■
虚
偽
の
陳
述
に
か
か
る
告
発
の
結
果
に

　

つ
い
て

　

葛
城
市
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
証
人
尋
問

に
お
い
て
、
証
人
２
名
が
虚
偽
の
証
言
を

行
っ
た
と
し
て
、
議
会
で
議
決
し
、
平
成

21
年
９
月
28
日
付
け
で
奈
良
地
方
検
察
庁

に
告
発
し
た
件
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
11

月
30
日
付
け
で
、
元
職
員
に
つ
い
て
は
起

訴
猶
予
に
よ
り
不
起
訴
、
ま
た
前
副
市
長

に
つ
い
て
は
嫌
疑
不
十
分
に
よ
り
不
起
訴

と
す
る
処
分
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
葛
城
市
議
会
」
会
議

録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
な
お
、
こ

の
議
会
の
会
議
録
は
、
３
月
頃
に
掲
載
の

予
定
で
す
。）

◆
本
会
議
及
び
委
員
会
（
一
部
除
く
）
は

傍
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
市
民
か
ら

選
ば
れ
た
市
議
会
議
員
の
議
会
活
動
や
市

政
の
方
針
を
知
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
会
議
予
定
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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まちのニュース　

　1月 10 日、新庄文化会館マルベリーホール
で、平成 23 年葛城市成人式が行われました。
　今年めでたく大人の仲間入りをされたのは、
男性 192 名・女性 186 名、合計 378 名のみな
さんです。
　新成人のみなさん、おめでとうございます。
　式典は、昨年の紅白歌合戦に出演された「琉
球國祭り太鼓」のみなさんによる、沖縄のエイ
サーをベースに空手の型を取り入れた独自の振
り付けとダイナミックなバチさばきの迫力ある
演奏で幕が開きました。
　次に、主催者の式辞に続いて来賓からお祝い
と激励の言葉が贈られました。
　また、新成人を代表して中井庸裕さん奥井佳
尚さんが、「一人の人間として自らの発言と行
動に責任を持ちつつ、地域や社会の中でしっか
りと生きていけるよう、加えて地域や社会に
少しでもお役に立てるよう精進したいと考えま
す。」と力強く誓いの言葉を述べました。
　ホワイエでは、当時のクラス写真や運動会で
の組旗、ユニホームなどの展示があり、懐かし
い思い出に一段と会話が弾みました。

　第２部では、「新成人による新成人のための
成人式」を目的に、成人式実行委員会スタッフ
みんなで決めた「ありがとう　Ｄｅａｒ…」を
テーマとして、恩師からのビデオレターやスラ
イドショー、今回の見所である中学校生活での
懐かしい授業風景の再現。１限目は小峠博幸先
生による「体育」、２限目は岡田康延先生によ
る「保健体育」、３限目は大川隆史先生による「社
会」、４限目は上山準大先生による「国語」の
授業。先生から受けることのできる最後の授業、
懐かしい先生の個性豊かな授業内容に会場内い
っぱいに笑い声が響きわたりました。
　また授業の中での新成人代表による「感謝の
言葉」の作文発表で、お世話になった先生への
感謝の気持ち、今まで育ててくれた保護者への
感謝の気持ちを読み上げられると、会場内のあ
ちらこちらからすすり泣く声が聞こえてきまし
た。最後に、今年のエンディング曲、ゆずの「栄
光の架橋」をみんなで聞きながら、楽しい成人
式の幕が降りました。
　新成人のみなさんの今後のご活躍を期待する
とともに、素晴らしい人生を歩まれることをご
祈念いたします。

　平成 23 年成人式　懐かしい授業風景！

故　

野
志　

昭
氏
に

従
六
位
旭
日
双
光
章

　

元
當
麻
町
議
会
議
員
・
葛
城
市
議
会
議

員
と
し
て
、
議
会
議
長
を
歴
任
さ
れ
る
な

ど
、
永
年
に
わ
た
り
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
や
福
祉
の
向
上
等
、
本
市
の
地
方
自

治
伸
展
に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
故　

野
志　

昭
氏
（
木
戸
）
が
、
従
六
位
旭
日

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

祝　

１
０
０
歳

　

山
本
ツ
ル
ヱ
さ
ん
（
平
岡
）
が
、
１
月

７
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

山
下
市
長
が
お
祝
い
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
祝
い
の
花
束
を
前
に
、
ご

家
族
よ
り
温
か
い
祝
福
を
受
け
ら
れ
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
益
々
お
元
気
で
、
長
寿
を
重

ね
て
く
だ
さ
い
。
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

　

葛
城
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
蓮
花
ち
ゃ
ん
に
年
賀
状
が
48

通
届
き
ま
し
た
。

　

地
元
葛
城
市
を
中
心
に
、
北
海

道
や
佐
賀
な
ど
か
ら
も
あ
り
、
年

末
は
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
の
応
援
や
観

光
地
の
Ｐ
Ｒ
に
頑
張
っ
た
蓮
花
ち

ゃ
ん
は
「
予
想
以
上
に
た
く
さ
ん

も
ら
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。」
と
喜

ん
で
返
事
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

蓮
花
ち
ゃ
ん
に
全
国
か
ら
年
賀
状

まちのニュース　

　

各
部
門
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。マ

ラ
ソ
ン
大
会
結
果

小
学
生
男
子
の
部

優
勝　
　
　

西
田　

蓮

準
優
勝　
　

徳
井　

俊
哉

第
３
位　
　

井
上　

可
偉

小
学
生
女
子
の
部

優
勝　
　
　

米
田　

実
由

準
優
勝　
　

澤
井　

涼
伽

第
３
位　
　

杉
岡　

梓

中
学
生
男
子
の
部

優
勝　
　
　

光
本　

友
斗

準
優
勝　
　

上
西　

優
太

第
３
位　
　

清
水　

恵
太

中
学
生
女
子
の
部

優
勝　
　
　

佐
光　

真
依

準
優
勝　
　

大
河
明
日
香

第
３
位　
　

植
田　

由
樹

一
般
男
子
の
部

優
勝　
　
　

エ
ウ
ゼ
ビ
オ　

和
志

準
優
勝　
　

萩　
　

真
人

第
３
位　
　

田
中　

尚

一
般
女
子
の
部

優
勝　
　
　

名
倉　

和
美

準
優
勝　
　

松
井
み
さ
江

第
３
位　
　

金
田　

彩

駅
伝
大
会
結
果

小
学
生
の
部

優
勝　
　
　

磐
城
デ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
Ａ

準
優
勝　
　

葛
城
當
麻
Ｆ
Ｃ

第
３
位　
　

新
庄
ミ
ニ
バ
ス
男
子

中
学
生
の
部

優
勝　
　
　

新
庄
中
野
球
部
Ａ

準
優
勝　
　

新
庄
中
陸
上
部
男
子

第
３
位　
　

新
庄
中
野
球
部
Ｃ

一
般
の
部

優
勝　
　
　

シ
ャ
ー
プ
Ａ

準
優
勝　
　

か
め
さ
ん
Ａ

第
３
位　
　

葛
城
市
消
防

地
区
の
部

優
勝　
　
　

新
庄
Ａ

準
優
勝　
　

新
村
新
栄
会

第
３
位　
　

新
庄
Ｂ

区
間
賞

第
１
区

小
学
生
の
部　
　
　

和
田　

毬
代

中
学
生
の
部　
　
　

速
水　

健
太

一
般
・
地
区
の
部　

山
崎　

圭
介

第
２
区

小
学
生
の
部　
　
　

武
井　

泰
聖

中
学
生
の
部　
　
　

斑
目　

育
幹

一
般
・
地
区
の
部　

中
島　

弘
智

第
３
区

小
学
生
の
部　
　
　

大
谷
勇
之
助

中
学
生
の
部　
　
　

奥
田　

達
也

一
般
・
地
区
の
部　

小
走　

裕
太

第
４
区

小
学
生
の
部　
　
　

巻　
　

優
馬

中
学
生
の
部　
　
　

飯
田　

拓
海

一
般
・
地
区
の
部　

井
上　

高
広

第
５
区

小
学
生
の
部　
　
　

米
田　

実
晴

中
学
生
の
部　
　
　

西
村　

知
久

一
般
・
地
区
の
部　

西
野　

毅

▼
体
育
振
興
課

第
５
回　

葛
城
市
民
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

１
月
９
日
、
新
庄
中
学
校
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
第
５
回
葛
城
市

民
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
で
は
総
勢
５
５
１
名

の
ラ
ン
ナ
ー
が
２
・
５
㎞
と
５
㎞

の
各
コ
ー
ス
を
、
駅
伝
で
は
小
学

生
、
中
学
生
、
一
般
そ
し
て
地
区

の
各
部
で
合
計
56
チ
ー
ム
が
タ
ス

キ
を
肩
に
か
け
、
全
５
区
間
14
・

６
㎞
の
コ
ー
ス
を
力
強
く
駆
け
め

ぐ
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。



�広報「 」平成23年2月号

市 政 ニ ュ ー ス 　

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
市
政
に
対
す
る
建

設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
案
等
を
直
接
お

聴
き
す
る｢

大
字
懇
談
会｣

・「
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ｣

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
見
つ
け
て
出
来
る
限
り

多
く
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
直
接
お
話
し

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
そ
の
都
度
、

大
変
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
葛
城

市
を
よ
り
よ
い
ま
ち
に
、
と
願
う
市
民
の

皆
さ
ま
の
熱
い
思
い
と
葛
城
市
へ
の
愛
着

の
深
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、
職
責

の
重
さ
を
一
層
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

葛
城
市
が
よ
り
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
の
す
べ
て

の
皆
さ
ま
が
一
体
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
い
た
だ
き
、

開
か
れ
た
市
政
と
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
歩
む
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
来
年
度
も
継
続
し
て
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

市長として ２年間の取り組み　第２回
｢

大
字
懇
談
会｣

・「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ｣

を
開
催
し
て
い
ま
す

学
校
施
設
の
耐
震
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

市
民
活
動
支
援
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
よ
り
積
極
的
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
市
民
公
益
活
動
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
に
よ
り
「
魅
力
の
あ
る
ま
ち
・

葛
城
市
」
を
実
現
す
る
た
め
、
葛
城
市
が

設
定
す
る
テ
ー
マ
に
基
づ
き
市
民
団
体
が

事
業
を
企
画
・
実
施
す
る
場
合
や
、
市
民

団
体
自
ら
が
自
由
に
企
画
・
提
案
し
実
施

す
る
事
業
に
対
し
て
、
財
政
的
支
援
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

葛
城
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、
団
体

の
運
営
に
関
す
る
規
約
や
会
則
を
持
つ
政

治
・
宗
教
・
営
利
活
動
を
目
的
と
し
な
い

公
益
的
な
活
動
を
行
う
団
体
が
実
施
す
る

事
業
が
対
象
と
な
り
、
補
助
金
額
は
、
事

業
実
施
に
あ
た
り
直
接
必
要
な
印
刷
製
本

費
、
通
信
運
搬
費
、
消
耗
品
費
や
賃
借
料

な
ど
の
補
助
対
象
経
費
の
う
ち
、
20
万
円

を
限
度
と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
応
募
の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い

て
、
書
類
に
よ
る
１
次
審
査
を
経
て
、
２

次
審
査
で
あ
る
公
開
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
う
え
で
、
審
査
委
員
会
を

通
過
し
た
４
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

市
民
活
動
の
支
援
に取

り
組
ん
で
い
ま
す 

　平成 20 年 10 月に山下市長が就任し、２年
が経過しました。
　この間市長は、「明るい葛城市づくりのため
の５ヶ条」プランの実現に向け、様々な施策
を展開してきました。
　市長任期の後半を迎えるにあたって、前半
２年間の主要な取り組みを紹介します。

　

学
校
施
設
は
、

多
く
の
児
童
生

徒
等
が
一
日
の

大
半
を
過
ご
す

学
習
、
生
活
等

の
場
で
あ
り
、

ま
た
、
災
害
時

に
は
、
地
域
住

民
の
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
性
の
確
保
は
極

め
て
重
要
で
、
耐
震
化
の
推
進
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校
の
耐
震
化

を
計
画
的
か
つ
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

【
平
成
21
・
22
年
度
の
取
組
状
況
】

　

平
成
21
年
度
は
、
當
麻
小
学
校
北
館
地

震
補
強
工
事
、
新
庄
中
学
校
北
棟
地
震
補

強
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
當
麻
小
学
校
体
育
館

地
震
補
強
工
事
、
新
庄
中
学
校
南
棟
、
昇

降
口
地
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
耐
震
化
率
】

　

市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
は
、
平
成

23
年
２
月
末
現
在
で
87
・
２
％
で
す
。
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市
政
ニ
ュ
ー
ス

大 字 懇 談 会 の 結 果 公 表
▼ 平成 22 年度大字懇談会　意見等結果分類一覧

施策方針 件数 率 意見の内訳 件数

1.市民の皆様と一緒に取り
組む、新しいまちづくり 73 18.30%

市民の安全の確保 4
自然災害や火災などへの安全性の向上 11
快適な生活環境の保全 13
日常生活の利便性の向上 37
市民主体となるまちづくり 3
地域産業の振興（企業誘致） 3
障がい者福祉の充実 1
生活保護受給者への支援 1

2.安心して子育てができる
まち、人づくりはまちづくり 29 7.27%

子どもたちの安全の確保 8
「食育」の推進 2
地域で支える子育て 10
学校教育の充実 9

3.徹底した情報公開による
「市民が主役」のまちづくり 19 4.76%

徹底した行財政改革を行いながら市民
といっしょにまちづくり 7

地域情報化施策の推進 3
効率的で効果的な行財政運営 1
人材育成 8

4.心豊かな人が育ち、誰も
が生きがいを持って過ごす
まちづくり

11 2.76%

安心・安全な子育て 2
事故や病気に対する安心感の向上 3
スポーツ活動の振興 1
健康づくりの推進 2
高齢者福祉の充実 3

5.自然や歴史遺産の豊かさ
と、住みよさが共存するま
ちづくり

18 4.51%
自然環境の保全 7
歴史・文化の保全と交流の促進 4
地域産業の振興（農業・商工業） 7

6.その他 249 62.41%

インフラ整備に関すること 15
生活安全に関すること 7
財政に関すること 15
病院の誘致に関すること 10
無駄をなくす 9
提案・要望 88
質問 67
苦情 33
議会に関すること 5

合計 399

　

平
成
22
年
度
の
葛
城
市
の
施
政
方
針
で
あ
る
「
市
役

所
の
仕
事
は
市
民
の
幸
せ
づ
く
り
の
応
援
団
」
を
テ
ー

マ
に
、
本
年
度
も
市
民
皆
さ
ま
と
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
思
い
や
葛
城
市
の
将
来
展
望
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
の
場
と
し
て
、
各
大
字
の
懇
談
会
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
区
長
様
を
は
じ
め
役
員
の
皆
さ
ま
、

ま
た
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
懇
談
会
で
市
民
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
・

ご
提
案
な
ど
は
、
可
能
な
限
り
市
政
に
反
映
で
き
る
よ

う
努
力
し
、
今
後
も
市
民
皆
さ
ま
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安心して子育てができる
まち、人づくりはまちづ
くり　7.27％

▼ 平成 22 年度大字懇談会　意見等結果一覧 ▼ 6. その他（62.41％）の内訳

市民の皆様と一緒に取り
組む、新しいまちづくり
18.30％

徹底した情報公開による
「市民が主役」のまちづく
り　4.76％

心豊かな人が育ち、誰も
が生きがいを持って過ご
すまちづくり　2.76％

自然や歴史遺産の豊かさ
と、住みよさが共存する
まちづくり　4.51％

その他　62.41％

インフラ整備に関すること
6.02％

生活安全に関すること
2.81％
財政に関すること
6.02％
病院の誘致に
関すること
4.02％
無駄をなくす
3.61％

議会に関すること
2.01％

提案・要望
35.34％

質問
26.91％

苦情
13.25％
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所
得
税
は
、
税
法
に
従
っ
て
自
ら
自
分

の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告

し
、
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、

申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申
告
を
し
た
り

す
る
と
、
加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
確
定

申
告
は
期
限
を
守
っ
て
正
し
く
申
告･
納

税
し
ま
し
ょ
う
。

所
得
税
の
「
確
定
申
告
」

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

▽
事
業
を
し
て
い
る
方

▽
不
動
産
収
入
の
あ
る
方

▽
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方

▽
給
与
所
得
者
の
方
で
平
成
22
年
中
の
給

　

与
の
収
入
金
額
が
２
０
０
０
万
円
を
超

　

え
る
方

▽
給
与
所
得
者
の
方
で
給
与
所
得･

退
職

　

所
得
以
外
の
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計

　

金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方な

ど
で
す
。

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
給
与
所

得
者
の
方
で
も
、
高
額
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
場
合
や
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し

て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
や
購
入
、
リ
フ
ォ

ー
ム
等
を
し
た
と
き
な
ど
は
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

葛
城
税
務
署
で
は
、
還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
書
を
２
月
16
日
㈬
以
前
で
も
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
告
書

は
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

○
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
所
得
税
の

確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
確
定
申

告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
【http://w

w
w
.nta.go.jp/

】

○
国
税
庁
「
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
）」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
ｅ

―

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

▼
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
【http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

】

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

２
月
16
日
㈬
～
３
月
15
日
㈫

　

葛
城
税
務
署
で
は
２
月
20
日
㈰
、
27
日

㈰
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
正

午
～
午
後
１
時
は
除
く
）
に
も
確
定
申

告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
通
常
、
土
・
日
・
祝
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
は
、

葛
城
税
務
署
【
☎
（
22
）
２
７
２
１
】
ま
で

　

ま
た
、
確
定
申
告
期
間
中
の
相
談
会
場

は
、
広
報
か
つ
ら
ぎ
１
月
号
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土
地
・
建
物
・

株
式
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
税
務
課
で
は
確
定
申
告
相
談

は
で
き
ま
せ
ん
。
税
務
署
で
申
告
の
相
談
・

申
告
書
の
受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
納
期
限
は
、
申
告
期
限
と
同

じ
３
月
15
日
㈫
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
書
を
添
え
て
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は
所
轄
の
税
務
署

で
納
税
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

所
得
税
の
納
税
方
法
と
し
て
「
振
替
納

税
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
金
融
機
関
の
預

貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
国
庫
に
振
替
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
納
税
す
る
も
の
で
、
簡

単
な
手
続
き
で
利
用
で
き
ま
す
。
新
た
に

振
替
納
税
を
利
用
す
る
に
は
、
申
告
期
限

で
あ
る
３
月
15
日
㈫
ま
で
に
預
貯
金
先
の

金
融
機
関
か
所
轄
の
税
務
署
へ
「
預
貯
金

口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
な
お
、
振
替
納
税
を
ご
利
用

の
方
の
振
替
日
は
、
４
月
22
日
㈮
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、

葛
城
税
務
署
【
☎
（
22
）
２
７
２
１
】
ま
で

確
定
申
告
の
期
間

納
税
は
期
限
内
に

２
月
16
日
㈬
～
３
月
15
日
㈫

（
土
・
日
を
除
く
）

　

市
役
所
新
庄
庁
舎
２
階
会
議
室
、
當
麻

庁
舎
1
階
市
民
相
談
室
で
受
付
し
ま
す
の

で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
申
告
は
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行

や
国
民
健
康
保
険
税
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
軽
減
の
資
料
と
し
て
も
必
要

で
す
。
収
入
の
な
か
っ
た
方
も
、
そ
の
状

況
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
や
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら

提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

平
成
23
年
度　

市
県
民
税
の
申
告
期
間
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市
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ニ
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市 政 ニ ュ ー ス 　

▼
詳
し
く
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
で

市
政
ニ
ュ
ー
ス

　

本
人
ま
た
は
、
そ
の
扶
養
者
が
所
得
税

や
市
県
民
税
の
申
告
で
、
障
害
者
控
除
ま

た
は
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
、
ま
た
は

市
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の

事
項
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
の
申
告
時
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
昭
和
21
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
身
体
障
害
者
に
準
ず
る
者

と
し
て
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交

付
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
と
医
師
が

記
載
す
る
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
用
意
見
書
（
介
護
保
険
法
の
規

定
に
よ
る
要
介
護
認
定
時
の
主
治
医
意
見

書
に
よ
り
判
定
で
き
る
場
合
は
、
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
を
添
え
て
長
寿
福

祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
者
の
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
申
請

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、

大
変
便
利
な
『
口
座
振
替
』
で
！

　

口
座
振
替
（
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落

と
し
）
に
す
る
と
、

▽
お
支
払
い
の
際
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

　

ニ
に
出
向
く
手
間
が
は
ぶ
け
ま
す
。

▽
お
支
払
い
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り

　

ま
す
。

▽
長
い
旅
行
に
も
、
安
心
し
て
出
か
け
ら

　

れ
ま
す
。

▽
口
座
振
替
に
よ
る
納
入
は
、
納
付
書
に

　

よ
る
お
支
払
い
に
比
べ
て
、
金
融
機
関

　

等
へ
出
向
く
手
間
や
支
払
い
忘
れ
が
な

　

く
、
大
変
便
利
な
た
め
、
水
道
課
で
は

　

口
座
振
替
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▽
水
道
料
金
等
の
振
替
日
は
偶
数
月
の
10

　

日
、
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
で
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
お
支
払
い

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

次
の
①
か
ら
③
を
下
記
の
金

　

融
機
関
に
お
持
ち
に
な
り
、
備
え
付
け

　

て
あ
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
う
え
、
金
融
機
関
の
窓

　

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
金
融
機
関
の
通
帳

　
（
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

②
通
帳
の
お
届
け
印

③
「
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は

　
「
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
」

▽
こ
の
届
出
に
よ
り
、
下
水
道
を
使
用
し

て
い
る
場
合
に
は
、
下
水
道
料
金
も
口
座

振
替
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関（
各
本
支
店
）

　

南
都
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
三
菱
東
京

　

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
近
畿
大
阪
銀
行
、
大
和

　

信
用
金
庫
、
奈
良
中
央
信
用
金
庫
、
奈

　

良
県
農
業
協
同
組
合
、
第
三
銀
行
、
ゆ

　

う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

▼
問
い
合
わ
せ
は
、

水
道
課
【
☎
（
48
）
４
７
０
７
】
ま
で

　

寒
い
日
が
つ
づ
き
、
明
け
方
の
気
温
が

氷
点
下
ま
で
下
が
る
と
蛇
口
や
水
道
管
が

凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
特
に
、

屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
や
日
陰
で
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
な

ど
は
凍
結
し
や
す
い
た
め
、
む
き
出
し
に

な
っ
て
い
る
水
道
管
に
保
温
材
（
布
き
れ
、

毛
布
な
ど
）
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
す
き
間
な
く

巻
い
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
し
た
と
き
は
、
自
然
に
と
け
る
の

を
待
つ
の
が
一
番
で
す
が
、
急
ぐ
と
き
に

は
、
凍
結
し
た
蛇
口
や
水
道
管
に
タ
オ
ル

な
ど
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
（
熱
湯
は
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。

寒
さ
に
備
え
て

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
！

▼
水
道
課

　

快
適
な
生
活
環
境
、
き
れ
い
な
水
、
豊

か
な
自
然
を
守
る
第
一
歩
と
し
て
、
一
日

も
早
く
公
共
下
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
お
よ
び
排

水
設
備
工
事
を
行
う
場
合
は
、
下
水
道
課

に
申
請
が
必
要
で
す
。
家
屋
の
建
替
、
増

築
に
よ
り
排
水
設
備
が
改
築
、
増
築
さ
れ

る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
葛
城
市
に
登
録
し
て
い
る
葛
城
市

排
水
設
備
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
接
続

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

葛
城
市
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

登
録
が
条
例
改
正
に
よ
り
随
時
受
付
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

受
付　

随
時
受
付（
年
末
年
始
お
よ
び
土
・

　

日
・
祝
日
を
除
く
。）

受
付
場
所　

下
水
道
課

　
　
　
　
　
（
竹
内
１
０
８
３
番
地
）

※
新
庄
庁
舎
お
よ
び
當
麻
庁
舎
で
は
、
受

　

付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で

▼
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

▼
葛
城
市
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

　

登
録
申
請
受
付
（
新
規
）

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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地域安全ニュース　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
者
支
援　

拡
大
の
お
知
ら
せ

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き

な
い
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、
そ
の
支
援
の
対
象
に
「
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」
を
加
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
て
い
な
い
「
世
帯
全
員
が
市
町
村

民
税
非
課
税
の
処
置
を
受
け
て
い
る
世
帯
」
に
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１

台
）
を
無
償
で
給
付
（
配
送
の
み
）
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　
【
☎
０
５
７
０
（
02
）
３
７
２
４
】【http://w

w
w
.chidejishien.jp/

】

※
右
記
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、【
☎
０
４
３―

３
３
２―

２
５
２
５
】

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

　

総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　
【
☎
０
５
７
０
（
03
）
３
８
４
０
】

※
右
記
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、【
☎
０
４
４―

９
６
９―

５
４
２
５
】

▼
地
デ
ジ
全
般
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

奈
良
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
奈
良
）

　
【
☎
０
７
４
２
（
90
）
２
２
２
２
】【http://digisuppo.jp/branch/nara/33/

】

※
受
付
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
、
平
日　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
・
日
・
祝
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
申
込
書
は
左
記
の
市
役
所
窓
口
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

▽
税
務
課　
　
　

▽
市
民
窓
口
課　

▽
社
会
福
祉
課　

▽
長
寿
福
祉
課

　

▽
情
報
推
進
課

「
お
ひ
さ
ま
堆た
い
ひ肥

」
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト

～ 

作
品
を
募
集
し
ま
す 

～

　

葛
城
市
で
は
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
家
庭
の
生
ご
み
を
処
理
し
て
「
お

ひ
さ
ま
堆た

い
ひ肥

」
を
作
り
、
生
ご
み
を
出
さ
れ
た
市
民
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
お
ひ
さ
ま
堆
肥
」
を
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
事
業

を
広
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
お
ひ
さ
ま
堆
肥
」
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
内
容　

花
の
寄
せ
植
え
を
出
展
し
て
い
た
だ
き
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

寄
せ
植
え
鉢
と
堆
肥
は
無
料
で
支
給
し
ま
す
。

　
　
　

※
花
材
な
ど
は
各
自
で
調
達
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

審
査
の
う
え
、
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
作
品
は
市

　
　
　

の
施
設
で
展
示
し
ま
す
。

　
　
　

※
作
品
は
展
示
終
了
後
、
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象　

葛
城
市
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
方

人
数　

30
名

　
　
　

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

申
込　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
環
境
課
へ
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電

　
　
　

子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
２
月
21
日
㈪
着
ま
で
有
効
）

宛
先　

〒
６
３
９―

２
１
９
５　

葛
城
市
柿
本
１
６
６
番
地

　
　
　
　

葛
城
市
役
所　

市
民
生
活
部　

環
境
課
（
新
庄
庁
舎
１
階
）

　
　
　
【
FAX
（
69
）
６
４
５
６
】

　
　
　
【
電
子
メ
ー
ル　

kankyou@
city.katsuragi.lg.jp

】

　
　
　

※
当
選
者
に
は
実
施
要
領
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

市 政 ニ ュ ー ス 　
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市
議
会
だ
よ
り

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

地域安全ニュース　

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

▼
▼
１
１
９
コ
ー
ナ
ー
▲
▲

平
成
22
年
12
月
中

平
成
22
年
の
累
計

火
災
：

０
件
火
災
：

４
件

救
急
：
１
２
６
件
救
急
：
１
３
９
１
件

救
助
：

０
件
救
助
：

24
件

▼
消
防
署
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

一
般
【
☎
（
69
）
７
１
７
１
】

火
災
案
内
【
☎
（
69
）
９
９
８
８
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！　

災
害
を
防
ぐ
気
持
ち
を
新
た
に

葛
城
市
消
防
出
初
式
を
挙
行

　

新
春
を
飾
る
葛

城
市
消
防
出
初
式

が
、
１
月
15
日
に

新
庄
第
２
健
民
運

動
場
に
て
市
内
外
か
ら
多
数
の
来
賓
を

迎
え
、
消
防
団
員
お
よ
び
消
防
職
員
総
勢

１
３
５
名
、
車
両
９
台
が
参
加
の
も
と
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
優
良
消
防
職
・
団
員
と
し

て
、
栄
誉
あ
る
表
彰
な
ら
び
に
感
謝
状
等

を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

☆
消
防
庁
長
官
賞

元
副
団
長　
　
　
　
　
　
　

西
川　

朗

元
第
１
分
団　

分
団
長　
　

吉
川　

天
祥

元
第
２
分
団　

分
団
長　
　

浅
野　

晃

元
第
１
分
団　

副
分
団
長　

仲
嶋　

泰
男

元
第
６
分
団　

副
分
団
長　

米
井
日
都
志

元
第
６
分
団　

班
長　
　
　

下
村　

克
也

☆
奈
良
県
知
事
表
彰

消
防
本
部　

消
防
司
令
補　

森
川　

利
郎

第
１
分
団　

分
団
長　
　
　

東　
　

義
輝

第
２
分
団　

分
団
長　
　
　

吉
井　

博

☆
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

第
３
分
団　

分
団
長　
　
　

中
島　

章
祐

第
５
分
団　

分
団
長　
　
　

田
中　

孝
明

☆
葛
城
市
長
表
彰

（
対
象
者
：
勤
続
15
年
以
上
の
優
良
団
員
）

第
３
分
団　

団
員　
　
　
　

井
上　

泰
次

第
４
分
団　

副
分
団
長　
　

斎
藤　

恵
史

第
４
分
団　

班
長　
　
　
　

中
川　

卓
也

第
５
分
団　

分
団
長　
　
　

田
中　

孝
明

第
６
分
団　

部
長　
　
　
　

杉
岡　

正
浩

☆
奈
良
県
消
防
協
会
葛
城
支
部
長

永
年
勤
続
表
彰

（
対
象
者
：
勤
続
20
年
以
上
の
優
良
団
員
）

第
１
分
団　

部
長　
　
　
　

田
仲　

清
彦

第
１
分
団　

班
長　
　
　
　

肥
田　

隆
博

第
２
分
団　

班
長　
　
　
　

南　
　

邦
弘

第
６
分
団　

分
団
長　
　
　

下
村　

雅
英

☆
奈
良
県
消
防
協
会
葛
城
支
部
長
表
彰

（
対
象
者
：
勤
続
10
年
以
上
の
優
良
団
員
）

第
１
分
団　

団
員　
　
　
　

廣
川　

勝
亮

第
５
分
団　

部
長　
　
　
　

西
川　

義
司

第
５
分
団　

班
長　
　
　
　

窪
田　

哲
規

第
６
分
団　

団
員　
　
　
　

細
川　

圭
司

第
６
分
団　

団
員　
　
　
　

奥
井　

圭
介

第
６
分
団　

団
員　
　
　
　

中
川　

清

第
６
分
団　

団
員　
　
　
　

細
川　

喜
伸

☆
高
田
警
察
署
長
感
謝
状

第
４
分
団　

分
団
長　
　
　

石
井　

克
榮

第
６
分
団　

副
分
団
長　
　

山
田　

裕
清

☆
消
防
操
法
修
得
証
書
交
付

第
１
分
団　

団
員　
　
　
　

杉
田　

好
弘

第
１
分
団　

団
員　
　
　
　

中
田　

浩
昭

第
１
分
団　

班
長　
　
　
　

仲
嶋　

直
樹

第
１
分
団　

団
員　
　
　
　

岩
岸　

克
宜

第
１
分
団　

団
員　
　
　
　

吉
川　

惠
庸

第
１
分
団　

団
員　
　
　
　

吉
㟢　

康
之

市 政 ニ ュ ー ス 　
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子 育 て ・ 健 康　

２
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

３
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

★
お
話
を
楽
し
む
日　

午
前
10
時
30
分
〜

　

２
月
９
日
㈬　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

２
月
14
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館　

３
階

　

３
月
９
日
㈬　

當
麻
児
童
館

　

３
月
14
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館　

３
階

　

３
月
16
日
㈬　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
童
謡
を
楽
し
む
日　

午
前
10
時
〜

　

２
月
７
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館　

３
階

　

３
月
７
日
㈪　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
変
更
の
お
知
ら
せ　

２
月
の
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム
は
、
２
月
16
日
㈬
に
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
。

※
お
知
ら
せ　

平
成
23
年
度
の
子
育
て
支

援
事
業
な
ど
は
、
３
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

２
月
・
３
月
の
予
定

■
つ
ど
い
の
広
場　

■
キ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

■
ひ
よ
こ
ル
ー
ム　

■
わ
ん
ぱ
く
ル
ー
ム

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
69
）
５
２
４
１
／
FAX
（
69
）
５
３
０
１
】

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
で
よ

葛
城
っ
子
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
ト

み
ん
な
で
体
力
づ
く
り
、

忍
海
っ
子
フ
ァ
イ
ト
！

葛
城
市
立
忍
海
小
学
校

地
域
で
の
子
育
て
支
援
を
紹
介

　

子
育
て
中
の
親
子
が
自
分
の
地
域
で
集

ま
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
け
る
よ
う
に
と
の

思
い
で
、
川
㟢
て
る
子
さ
ん
（
兵
家
）
が
、

『
イ
ト
ー
ピ
ア
つ
ど
い
の
広
場
』
を
立
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
集
会
所
で
お

も
ち
ゃ
な
ど
を
用
意
し
、
安
心
し
て
親
子

で
遊
べ
る
よ
う
な
場
を
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
つ
ど
い
の
広
場
は
自
治

会
の
活
動
と
し
て
も
認
め
ら
れ
、
協
力
も

得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

川
㟢
さ
ん
は
「
親
子
が
気
軽
に
集
ま
る

こ
と
で
、
同
じ
地
区
に
住
む
親
子
が
少
し

で
も
な
か
よ
し
に
な
り
、
子
育
て
の
楽
し

さ
や
し
ん
ど
さ
を
共
有
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
し
、

子
育
て
の
お

手
伝
い
を
少

し
で
も
で
き

た
ら
と
思
い

ま
す
。」
と

子
育
て
支
援

に
意
欲
的
で

す
。

　

参
加
さ
れ

た
お
母
さ
ん

は
、「
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
区
で
、

気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
す
ご
く
嬉
し
い
し
、
つ
な
が
り
も
で

き
て
き
て
親
も
子
ど
も
も
楽
し
く
過
ご
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。」
と
感
想
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

心
温
ま
る
子
育
て
支
援
の
輪
が
、
地
域

で
広
が
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か

　

葛
城
市
在
住
の

２
歳
児
（
未
就
園

児
）
と
そ
の
親
子

を
対
象
に
、
栄
養

士
の
石
沢
先
生
の

指
導
で
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

親
子
で
簡
単
な
食
事
を
作
っ
て
一
緒
に

食
べ
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
28
日
㈪　

午
前
10
時
～

場
所　

新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

平
成
19
年
12
月
１
日
～
平
成
20
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
親
子
24
組

◇
調
理
材
料
代
と
し
て
１
組
、
３
０
０
円

　

が
必
要
で
す
。

◇
２
月
７
日
㈪
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
電

　

話
に
て
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

忍
海
小
学
校

で
は
、
体
力
向

上
の
た
め
色
々

な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

昼
休
み
は
、

運
動
場
で
の

「
外
遊
び
、
み

ん
な
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
」
で
す
。
様
々
な
種
目
に
挑
戦
し

て
、
記
録
を
残
し
ま
す
。
昇
降
口
に
は
体

育
委
員
作
成
の
大
き
な
記
録
表
が
あ
り
、

と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

２
学
期
は
、
業
間
駆
け
足
。
最
終
日
に

は
持
久
走
大
会
を
行
い
、
日
々
の
成
果
を

家
族
や
地
域
の
方
に
披
露
し
、
大
声
援
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

３
学
期
は「
み

ん
な
で
ジ
ャ
ン

プ
２
０
１
１
」、

大
縄
跳
び
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。
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市
議
会
だ
よ
り

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

子 育 て ・ 健 康　

子
育
て
・
健
康

▼
健
康
増
進
課（
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
☎
（
69
）
９
９
０
０
】

健
康
増
進
課
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
等

予
防
接
種
の
公
費
助
成

　

先
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
子

宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
菌
ｂ
型
）、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
３
種

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左

記
の
と
お
り
今
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

▽
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
　

中
学
１
〜
３
年
生
ま
で
の
女
性

　

▽
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　
　

生
後
２
か
月
以
上
５
歳
未
満

　

▽
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
　

生
後
２
か
月
以
上
５
歳
未
満

　

※
年
齢
は
接
種
日
に
お
い
て

　

接
種
費
用
は
、
９
割
相
当
を
助
成
し
ま

す
。
平
成
22
年
度
に
お
け
る
助
成
期
限
は

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
接
種

を
希
望
す
る
方
は
、
母
子
健
康
手
帳･

印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
當
麻
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
予

診
票
を
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所
は
、（
別
表
）
の
と
お
り
で
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座　

開
催
！

　

今
回
の
講
座
で
は
、
子
育
て
中
の
世
代

の
方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
子
育
て
の
コ

ツ
や
、
保
護
者
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
講

座
の
内
容
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
子
育
て
に
つ
い
て
皆
で
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
そ
し
て
、
ご
自
身
の
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

①
3
月
７
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　

②
３
月
14
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階　

　
　
　

保
健
指
導
室

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
新
庄
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ど
ち
ら
か
１
日
だ
け
の
受

講
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
託
児
を
希
望
す

る
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
１
人
３
０
０
円
・
人
数
制
限
あ
り
）

脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成　

実
施
中
！

～
締
切
り
迫
る
!!
～

　

葛
城
市
で
は
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
に
対
す

   　毎月 11 日は人権を確かめあう日です
　奈良県市町村人権・同和問題啓発活動推進本部　

　葛城市人権問題啓発活動推進本部　

①②③④

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
や
検
査
法
、
予
防

法
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
に
つ
い
て
、

講
演
会
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　

２
月
16
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

新
庄
文
化
会
館　

マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

講
師　

奈
良
県
立
医
科
大
学

　
　
　

産
婦
人
科
教
室
教
授　

小
林　

浩　

氏

演
題　
『
子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
と
検

　
　
　

診
で
予
防
で
き
る
』

※
当
日
、
子
宮
が
ん
検
診
受
診
票
の
発
行

も
行
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性

子
宮
頸
が
ん
予
防
講
演
会　

開
催

（別表）葛城市内委託医療機関
医療機関名 住所 電話番号

板橋医院 北花内749-1（69）5781
鵜山医院 新庄 16 （69）2070
かつらぎクリニック 北花内616-1（69）0801
小泉医院 新庄 119 （69）2501
下村医院 當麻 40-2 （48）2522
庄田クリニック 北花内732-1（69）3511
関谷外科胃腸科 北花内692-1（69）7800
玉井医院 長尾 94 （48）6086
堀内医院 忍海 338-4 （62）2958
安田クリニック 疋田 227-10（69）7900
山本医院 八川 153-1 （48）1231

　

そ
の
他
詳
し
く
は
、
新
庄
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

る
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
を

受
け
る
に
は
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限
は
２
月
28
日
㈪
ま
で
、
受
診
期

限
は
３
月
31
日
㈭
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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文化・教養　　

休
館
日
は
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
新
庄
文
化
会
館
【
☎
（
69
）
４
６
０
０
】

▼
當
麻
文
化
会
館
【
☎
（
48
）
５
０
０
０
】

文
化
会
館
ニ
ュ
ー
ス

催し物のご案内
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主　催　者 連　絡　先

▼新庄文化会館（マルベリーホール）

2 月 5 日 ㈯ 華表保育園生活発表会 関係者 9:00 〜 華表保育園 0745（69）6368
【華表保育園】

2 月 6 日 ㈰ すわだバレエ勉強会 無　料 14:00 〜 すわだバレエスタジオ 　　　

2 月 11 日㈷ 奈良県高等学校連合音楽会 関係者 　　　 奈良県高等学校音楽教育研究会 0745（57）0300
【代表 : 大和広陵高校】

2 月 18 日㈮ 邦楽鑑賞会と邦楽楽器体験 関係者 13:50 〜 新庄中学校 0745（69）3301
【新庄中学校】

2 月 20 日㈰ 生涯学習まちづくり推進大会 無　料 13:30 〜 葛城市 0745（48）2811
【生涯学習課】

2 月 21 日㈪ 劇団銀河鉄道のぬいぐるみミュージカル
「ブレーメンのおんがくたい」 関係者 ①10:45 〜

② 13:30 〜 劇団銀河鉄道 03（5684）3320
【劇団銀河鉄道】

▼新庄文化会館（展示室）

2 月 20 日㈰ 生涯学習まちづくり推進大会 無　料 　　　 葛城市 0745（48）2811
【生涯学習課】

▼當麻文化会館（ホール）

2 月 12 日㈯ ミュージックフェア INかつらぎ 無　料 13:15 〜
16:00 葛城市音楽教育研究会

0745（69）6121
【新庄北小学校】

2 月 18 日㈮ いじめ問題をテーマにしたひとり芝居
「メビウスの輪の外へ」 無　料 18:30 〜

20:30
奈良県・財団法人　奈
良人権部落解放研究所 0742（62）5179

2 月 21 日㈪ 白鳳中学校総合学習発表会 関係者 11:00 〜
17:00 白鳳中学校 0745（48）2054

2 月 27 日㈰ 葛城市勤労者会カラオケ発表会 無　料 12:30 〜 勤労者会 0745（76）2713
【尾上】

＊都合により一部催し物が変更になる場合があります。ご了承ください。
＊準備､ リハーサルなどでの使用に関しては本表に記載しておりません。
＊詳細は主催者にお問い合わせください。

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
大
盛
況
！

　

12
月
19
日
、

當
麻
文
化
会

館
主
催
に

よ
る
第
３
回

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
、

本
格
的
な
吹

奏
楽
か
ら
ア

ニ
メ
ソ
ン
グ
、

演
歌
な
ど
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
曲
が
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
劇
団
「
く
す
の
き
」
さ
ん
に
よ

る
素
敵
な
ダ
ン
ス
も
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
相
応
し
い
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
盛
況

の
う
ち
に
終
演
を
迎
え
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
市

内
企
業
協
賛
に
よ
る
、
助
け
合
い
お
楽
し

み
募
金
箱
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
方
々
よ
り
心
温
ま
る
募
金
を
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
お
金
は
、
葛
城
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
共
同
募
金
会
へ
寄
付

し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

葛
城
市
民
劇
団
「
く
す
の
き
」

２
０
１
０
年
度
定
期
公
演

日
時　

３
月
27
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

場
所　

當
麻
文
化
会
館
ホ
ー
ル

「
け
い
と
だ
ま
と
ま
ほ
う
つ
か
い
」

原
作　

荒
木
美
海
（
劇
団
「
く
す
の
き
」）

演
出　

外
輪
能
隆
（
ｅ
ｖ
ｋ
ｋ
）

　

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
女
の
子
け
い
と
は
、

小
さ
い
頃
に
魔
法
使
い
に
出
会
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

　

父
と
母
を
亡
く
し
た
彼
女
に
、
魔
法
使

い
は
呪
文
を
唱
え
た
の
だ
。

　

時
は
流
れ
て
、
大
き
く
な
っ
た
け
い
と

は
、
祖
母
の
死
と
と
も
に
、
あ
る
秘
密
を

知
る
こ
と
に
な
る
。

　

魔
法
使
い
の
呪
文
と
、
祖
母
の
秘
密
と

は
!?

　

劇
団
く
す
の
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
描
く
、

時
空
を
こ
え
た
あ
っ
た
か
い
物
語
。
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市
議
会
だ
よ
り

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

▼
新
庄
図
書
館
【
☎
（
69
）
４
６
４
６
】

▼
當
麻
図
書
館
【
☎
（
48
）
６
０
０
０
】

一
般

児
童 新

着

図

書

新
着
図
書
は
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ご
来
館
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
教
養

文化・教養　　

休
館
日
は
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

○
告
白
は
12
時
半
、
辞
表
は
金
曜
日

マ
ー
ク
・
デ
ィ
ー
・
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
【
當
麻
館
】

○
帝
国
ホ
テ
ル
の
不
思
議

村
松　

友
視
【
新
庄
館
】

○
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
博
士
の
事
件
簿

ア
ヴ
ラ
ム
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ス
ン
【
當
麻
館
】

○
ま
る
ご
と
わ
か
る
！
地
デ
ジ
の
本

マ
イ
カ
【
當
麻
館
】

○
病
気
の
魔
女
と
薬
の
魔
女

岡
田　

晴
恵
【
新
庄
館
】

○
た
く
さ
ん
の
ド
アユ

テ
ウ
ン
【
新
庄
館
】

歴
史
博
物
館
ガ
イ
ド

▼
歴
史
博
物
館 【
☎
（
64
）
１
４
１
４
】

休
館
日
は
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
公
開
講
座
】

『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』

　

冬
季
企
画
展
記
念
講
演
会

「
郷
土
玩
具
の
歴
史
と
民
族

―

信
仰
か
ら
娯
楽
へ―

」

日
時　

２
月
12
日
㈯　

午
後
２
時
～

講
師　

藤
森　

寛
志　

氏
（
和
歌
山
県
立

　
　
　

紀
伊
風
土
記
の
丘
学
芸
員
）

会
場　

歴
史
博
物
館
２
階
あ
か
ね
ホ
ー
ル

　

當
麻
図
書
館
で
は
、
３
月
２
日
㈬
～
16

日
㈬
の
期
間
、
特
別
整
理
の
た
め
休
館
し

ま
す
。

　

な
お
、
長
期
休
館
に
と
も
な
い
２
月
11

日
㈮
～
27
日
㈰
は
特
別
貸
出
を
行
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸
出
冊
数
は
お

１
人
10
冊
ま
で
、
返
却
期
日
は
３
月
20
日

㈰
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

★
新
庄
図
書
館

日
時　

２
月
26
日
㈯　

午
後
２
時
～

場
所　

新
庄
図
書
館　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

　
『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本　

ご
ろ
ん
ご
ゆ
き
だ
る
ま

紙
芝
居　

し
ま
う
ま
な
ぜ
な
ぜ
し
ま
が
あ
る

大
型
絵
本　

き
ょ
だ
い
な
き
ょ
だ
い
な

　
『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し　

ひ
な
ど
り
と
ネ
コ

★
當
麻
図
書
館

日
時　

２
月
20
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

當
麻
図
書
館　

お
は
な
し
の
部
屋

　
『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本　

ま
こ
ち
ゃ
ん
の
お
た
ん
じ
ょ
う
び

組
み
木
で
お
は
な
し　

て
ぶ
く
ろ

　
『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し　

良
弁
杉　

絵
本　

そ
り
あ
そ
び

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

葛
城
市
子
ど
も
と
楽
し
む
本
の
世
界

連
続
講
座　

第
９
回　

参
加
者
募
集

「
わ
ら
べ
う
た
と
子
ど
も
の
育
ち
」

　

親
子
や
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
め
る
春
に
む

け
て
の
わ
ら
べ
う
た
を
遊
ん
で
覚
え
ま
す
。

　

わ
ら
べ
う
た
と
一
緒
に
楽
し
め
る
絵
本

も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
～
3
時
30
分

講
師　

岩
出　

景
子　

氏（
野
の
花
文
庫
主
宰
）

場
所　

當
麻
図
書
館
研
修
室

対
象　

大
人

参
加
費　

無
料

當
麻
図
書
館
か
ら

特
別
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

定
員　

１
０
０
名
程
度
（
受
講
無
料
）

申
込　

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
付

【
展
示
会
】

　

冬
季
企
画
展

『
ふ
る
さ
と
の
お
も
ち
ゃ
』

　

各
地
の
い
ろ
ん
な
郷
土
玩
具
を
展
示
し
、

先
人
達
の
祈
り
や
思
い
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

会
期　

開
催
中
～
３
月
13
日
㈰

入
館
料　

大
人　
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生　
　
　
　

50
円

場
所　

忍
海
２
５
０―

１

　
　
　

近
鉄
忍
海
駅
下
車
す
ぐ

▲いぬばこ
（和歌山県立紀伊風土記の丘所蔵）
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情報コーナー　

税
の
納
期

　

２
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税　

第
８
期

の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
２
月
28
日
㈪
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
２
月
28

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で

に
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
収
納
促
進
課
・
保
険
課

平
成
��
年
度
葛
城
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
追
加
受
付
（
市
内
業
者
限
定
）

　

平
成
23
年
度
に
葛
城
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

物
品
購
入
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
指

名
願
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
指
名
願
は
追
加
受
付
と
し
、
葛

城
市
内
に
事
務
所
（
本
店
）
を
有
し
て
い

る
方
で
、
平
成
22
年
度
に
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
要
領
等
は
、「
総
務
財
政
課
」
お

よ
び
「
農
林
課
（
當
麻
庁
舎
）」
の
窓
口

で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【http://w
w
w
.city.katsuragi.nara.jp/

】

に
も
掲
載
し
ま
す
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮ 

提
出
場
所　

新
庄
庁
舎　

総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
（
持
参
の
み
受
付
し
ま
す
）

有
効
期
間　

平
成
23
年
度
の
１
か
年

　
　
（
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日
）

《
参
考
》

▽
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
は
、
国
土
交
通
省
様
式
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

　

様
式
は
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【http://w
w
w
.m
lit.go.jp/chotatsu/

shikakushinsa/chisei/23-24.htm
l

】

▽
物
品
（
役
務
含
）
の
申
請
書
は
、
葛
城

市
の
指
定
様
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
財
政
課

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

ご
み
の
収
集
日
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日

　

２
月
11
日
㈮
は
祝
日（
建
国
記
念
の
日
）

で
す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収

集
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
69
）
３
７
７
３
】
ま
で

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
へ
の

個
別
相
談
会
開
催

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
（
人
工
肛
門
、
人

工
膀
胱
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
）
は
、
い

ろ
い
ろ
な
悩
み
、
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
一
人
で

閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
、
専
門
家
に
相
談
し

て
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

①
２
月
15
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら
正
午

　

奈
良
市
登
大
路
町
６―

２

　

奈
良
県
文
化
会
館
１
階
第
１
会
議
室

②
２
月
19
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら
正
午

　

橿
原
市
北
八
木
町
３
丁
目
65―

５

　

奈
良
県
橿
原
文
化
会
館
３
階
第
１
会
議
室

相
談
料　

無
料

相
談
員　

専
門
看
護
師
と
支
部
役
員

対
象
者　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
で
、悩
み
・

　
　
　
　

苦
労
を
お
持
ち
の
方

▼
詳
し
く
は
、

　

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

奈
良
県
支
部
事
務
局

【
☎
０
７
４
２（
49
）１
８
３
９（
三
田
村
）】

つ
な
が
り
深
め
、
児
童
虐
待
の

早
期
発
見
・
防
止
へ

　

身
体
的
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
、
心
理
的

虐
待
、
性
的
虐
待
な
ど
の
児
童
虐
待
は
子

ど
も
の
心
身
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

早
期
発
見
と
防
止
の
た
め
に
市
民
や
行

政
・
関
係
機
関
が
協
力
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

身
近
な
子
ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
と

感
じ
た
り
、
保
護
者
や
家
庭
の
状
況
、
子

ど
も
の
状
態
か
ら
「
虐
待
で
は
？
」
と
思

わ
れ
る
場
合
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
疑
い
や
心
配
が
あ
る
だ
け
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

　

法
律
に
よ
り
「
児
童
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、
速
や

か
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
告
者
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

連
絡
先

　

▼
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
22
）
６
０
７
９
】

　

▼
子
育
て
福
祉
課【

☎
（
48
）
２
８
１
１
】

　

▼
高
田
警
察
署【

☎
（
22
）
０
１
１
０
】

　

▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

【
☎
０
５
７
０―

０
６
４―

０
０
０
】
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市
議
会
だ
よ
り

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
・
健
康

情
報
コ
ー
ナ
ー

市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

● ● ● 今 月 の 無 料 相 談 ● ● ●
相 談 名 月 日 時 間 場 所 問 い 合 わ せ

人権・行政・
心配ごと相談

2 月 10 日 ㈭ 9:00 〜 12:00 新庄庁舎 総務財政課・人権政策課
または
社会福祉協議会【☎（48）3373】

2 月 17 日 ㈭ 9:00 〜 12:00 忍海集会所

2 月 24 日 ㈭ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館

＊相談は先着順で、申し込みは不要です。

弁護士による
法律相談

2 月 17 日 ㈭ 13:00 〜 16:00 新庄庁舎
企画政策課

2 月 24 日 ㈭ 13:00 〜 16:00 當麻文化会館

＊相談は 1回 20 分で、予約が必要です。企画政策課へ申し込んでください。

中南和法律相談センター
法律相談

※問い合わせ先に確認してください。 奈良弁護士会
【☎ 0742（22）2035】

＊相談は 1回 30 分で、予約が必要です。奈良弁護士会へ申し込んでください。

健康相談
2 月 23 日 ㈬ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター 健康増進課

＊血圧測定・尿検査など。健康手帳のある方は、お持ちください。

乳幼児健康相談

2 月 3 日 ㈭ 10:00 〜 11:00 當麻保健センター

健康増進課2 月 24 日 ㈭ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター

2 月 25 日 ㈮ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター

＊身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談。母子健康手帳をお持ちください。

増改築・耐震相談

2 月 6 日 ㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館 葛城市建築組合
藤井本正明【☎（48）2753】（當麻）
藤井本　弘【☎（69）2877】（新庄）
または都市計画課

2 月 26 日 ㈯ 13:00 〜 17:00 中央公民館

3 月 6 日 ㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館

＊増改築や耐震に備えての相談に応じます。

消費生活相談

2 月 7 日 ㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎

商工観光課

2 月 14 日 ㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎

2 月 21 日 ㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎

2 月 28 日 ㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 當麻庁舎

3 月 7 日 ㈪ 10:00 〜 12:00・13:00 〜 16:00 新庄庁舎

＊「架空請求」や「悪質商法」などの消費生活に関する相談に応じます。

情
報
コ
ー
ナ
ー

情報コーナー　

今月の
休館・休園日

2 月 3 月
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
1 � � � � � � � � 10 11 1� 1� 1� 1� 1� 1� 1� 1� �0 �1 �� �� �� �� �� �� �� 1 � � � � � �

新庄図書館 休 休 休 休 休 休 ※ 休
當麻図書館 休 休 休 休 休 休 ※ 休 ※特別整理休館
新庄文化会館 休 休 休 休 休 休 休
當麻文化会館 休 休 休 休 休 休 休
歴史博物館 休 休 休 休 休 休 休
相撲館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
當麻スポーツセンター 休 休 休 休 休 休 休
コミュニティセンター 休 休 休 休 休 休 休
中央公民館 休 休 休 休 休 休 休
ふるさと公園 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
葛城山麓公園 休 休 休 休 休 休 休 休
いきいきセンター 休 休 休 休 休 休
ゆうあいステーション 休 休 休 休 休

※：職員は出勤していますが、通常業務は行いません。
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★ 人の動き ★　1 月 1 日現在（前月比）

	 男：17,506人	 女：18,875人　　	

	 計：36,381人（−7人）

	 世帯数：13,085戸（+13戸）

平ひ

ら

お

か岡

山や

ま

ぐ

ち口

大字紹介（第20回）
人口および世帯数は 1 月 1 日現在

　
　

人　

口
：
２
１
４
人

　
　

世
帯
数
：
１
３
７
戸

　
　

人　

口
：
42
人

　
　

世
帯
数
：
15
戸

大
字
名
の
由
来
：

　

平
岡
は
も
と
も
と
極
楽
寺
の

門
前
町
と
し
て
発
達
し
た
集
落

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
岡
山
極

楽
寺
は
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
奈

良
時
代
の
高
僧
・
行
基
（
６
６
８

～
７
４
９
）
が
開
基
し
た
寺
の一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
と
は
平

岡
山
正
念
寺
と
称
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
、延
久
２
年
（
１
０
７
０
）

の
「
興
福
寺
雑
役
免
帳
」
に
記

さ
れ
て
い
る
「（
忍
海
郡
）
極

楽
寺
免
田
十
町
・
・
・
」
が
極

楽
寺
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
と
す

る
と
、
平
安
時
代
後
期
に
は
正

念
寺
を
極
楽
寺
に
改
め
て
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

境
内
に
は
鎌
倉
～
南

北
朝
時
代
の
五
輪
塔
や

室
町
時
代
の
名
号
碑
な

ど
が
あ
り
、
平
岡
を
は
じ

め
近
隣
14
か
村
の
郷
墓

が
あ
る
こ
と
で
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

大
字
名
の
由
来
：

　

山
口
と
い
う
地
名
は
、
葛
城

山
へ
の
登
山
口
の
一つ
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
文
禄
４
年

（
１
５
９
５
）
の
「
大
和
国
忍
海

郡
脇
田
ノ
村
御
検
地
帳
」に
は「
ヤ

マ
ク
チ
」
の
集
落
名
が
見
え
、
脇

田
村
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
山
口
村
と
し
て

独
立
し
た
の
は
、
寛
永
10

年
（
１
６
３
３
）
年
旗
本

の
佐
久
間
氏
領
と
な
っ
た

こ
ろ
と
思
わ
れ
、「
寛
永

郷
帳
」
に
「
山
口
村
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
独
立
し
た
の

は
江
戸
時
代
の
は
じ
め
で

す
が
、
人
々
が
行
き
来
し
だ
し
た

の
は
古
く
、
約
１
５
０
０
年
前
の

古
墳
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
集
落
の
西
に
は
５
世
紀
末
か

ら
7
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
古
墳

が
密
集
し
て
つ
く
ら
れ
た
山
口
千

塚
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。

加守

染野

新在家

勝根

木戸
當麻

長尾

竹内

兵家

太田

南今市

八川

大畑

尺土

今在家

疋田

中戸 辨之庄 北道穂
西室

東室

柿本

寺口

大屋
新庄

南道穂

北花内
笛堂

葛木

南藤井

林堂 南花内 新町

新村南新町

薑

忍海西辻

山田

平岡

山口 笛吹

梅室

脇田

　

葛
城
市
ふ
る
さ
と
探
訪 

23

足
立
家
に
残
さ
れ
た
一
通
の
古
文
書

　

こ
こ
に
一
通
の
古
文
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
書
は

江
戸
幕
府
の
老
中
本
多
正
純
か
ら
、
新
庄
藩
主
桑
山

一
直
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
文
書
が
出

さ
れ
た
の
は
、
大
坂
冬
の
陣
の
真
最
中
の
慶
長
19
年

（
１
６
１
４
）
11
月
１
日
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
桑
山

一
直
の
冬
の
陣
で
の
活
躍
ぶ
り
を
誉
め
た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
文
書
は
、
桑
山
家
に
残
っ
て
い
た
も

の
で
は
な
く
、
新
庄
藩
の
家
老
を
勤
め
て
い
た
足
立
家

と
い
う
家
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

で
は
こ
の
文
書
は
ど
う
し
て
桑
山
家
で
は
な
く
、
足

立
家
に
残
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
大
坂
冬
の
陣
に

参
戦
し
て
い
た
足
立
正
興
と
い
う
新
庄
藩
士
が
い
ま
し

た
。
正
興
は
、
こ
の
文
書
が
書
か
れ
る
三
日
前
に
、
敵

に
襲
わ
れ
た
主
人
桑
山
一
直
の
危
機
を
救
い
、
そ
の
敵

を
討
ち
取
る
と
い
う
手
柄
を
た
て
ま
し
た
。

 　

そ
こ
で
一
直
は
、
本
多
正
純
か
ら
こ
の
文
書
を
も

ら
っ
た
時
、
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
文
書
を
も
ら
え
る

の
も
、
正
興
が
自
分
の
命
を
救
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
、

こ
の
文
書
を
本
当

に
受
け
取
る
べ
き

な
の
は
、
正
興
だ

と
し
て
、
正
興
に

こ
の
文
書
を
与
え

た
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
こ

の
文
書
は
以
後
足

立
家
に
伝
わ
り
ま

し
た
。

▼
歴
史
博
物
館 ▲本多正純書状

平岡

山口


